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大
西　

岳
（
お
お
に
し
・
た
か
し
）
氏

平
成
15
年
度
釧
路
市
役
所
採
用
。
企
画
課
統
計
担

当
、
環
境
政
策
課
環
境
管
理
担
当
を
経
て
、
平
成

23
年
度
か
ら
現
在
ま
で
、
都
市
計
画
課
都
市
計
画

担
当
。
主
に
景
観
・
ま
ち
づ
く
り
を
担
当
。

は
じ
め
に

　

先
般
、
日
本
創
生
会
議
よ
り
消
滅
可
能

性
の
あ
る
自
治
体
が
公
表
さ
れ
た
。
人
口

減
少
の
進
行
と
と
も
に
、
空
き
家
も
増
加

の
一
途
を
た
ど
っ
て
お
り
、
全
国
で
放
置
さ

れ
た
空
き
家
は
約
３
１
８
万
戸
存
在
し
て

い
る
。
こ
う
し
た
中
、
空
き
家
に
よ
る
外
部

不
経
済
（
風
景
・
景
観
の
悪
化
、
防
災
や

防
犯
の
機
能
の
低
下
等
）
の
弊
害
が
深
刻

化
し
て
お
り
、
そ
の
対
応
策
を
検
討
す
る

必
要
性
が
生
じ
て
い
る
。

１　

空
き
家
対
策
条
例
と
は

　

空
き
家
に
よ
る
外
部
不
経
済
へ
の
対
応

策
の
一
つ
と
し
て
、
空
き
家
対
策
条
例
等

の
独
自
条
例
の
制
定
が
あ
る
。

　

現
在
み
ら
れ
る
空
き
家
対
策
条
例
は
①

景
観
関
係
②
環
境
関
係
③
純
粋
な
意
味

で
の
空
き
家
対
策 

― 

の
三
分
類
に
分
類

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

①
の
分
類
と
し
て
、
ニ
セ
コ
町
の
景
観
条

例
で
は
、
空
き
家
等
が
街
の
景
観
の
維
持

●
空
き
家
対
策
特
措
法

　

空
き
家
対
策
特
措
法
で
は
、
倒
壊
の
危

険
が
あ
る
と
か
衛
生
上
非
常
に
有
害
で
あ

る
等
の
家
屋
を「
特
定
空
き
家
」に
指
定
し
、

こ
れ
に
対
し
て
立
入
調
査
を
行
う
権
限
等

を
市
町
村
に
付
与
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
は
、

市
町
村
レ
ベ
ル
で
も
条
例
の
制
定
等
に
よ

り
、
個
別
に
対
応
し
て
き
た
が
、
空
き
家
の

所
有
者
等
の
把
握
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
た
。
今
回
さ
ら
に
固
定
資
産
税
の
課
税

情
報
に
つ
い
て
、
必
要
な
限
度
に
お
い
て
市

町
村
の
内
部
で
利
用
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
っ
た
。

　

ま
た
、
こ
の
法
律
で
は
、
撤
去
や
修
繕
の

命
令
権
と
と
も
に
、
市
町
村
に
よ
る
代
執

行
権
も
規
定
さ
れ
た
。
な
お
、
所
有
者
等

の
命
令
違
反
に
対
し
て
は
、
50
万
円
以
下

の
過
料
を
科
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
ほ

か
、
家
屋
撤
去
費
用
の
助
成
に
つ
い
て
、
国

や
都
道
府
県
に
よ
る
費
用
補
助
、
地
方
交

付
税
制
度
の
拡
充
等
の
措
置
が
検
討
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

一
方
、
固
定
資
産
税
の
税
制
措
置
に
つ

い
て
は
、
住
宅
が
建
つ
土
地
の
固
定
資
産
税

は
、
敷
地
が
２
０
０
平
方
㍍
以
下
の
場
合
、

６
分
の
１
に
減
額
さ
れ
る
等
の
特
例
が
あ

り
、
こ
れ
が
空
き
家
を
放
置
す
る
要
因
と

指
摘
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
国
は
、
特
定
空

き
家
の
税
制
優
遇
措
置
の
廃
止
を
検
討
す

る
方
針
で
あ
る
。
ま
た
、
空
き
家
対
策
特

等
に
支
障
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、

所
有
者
に
勧
告
等
の
行
政
指
導
を
行
い
、

従
わ
な
い
場
合
に
は
、
さ
ら
に
強
制
的
に
撤

去
で
き
る
と
し
て
、
行
政
代
執
行
を
規
定

し
て
い
る
（
な
お
、
実
際
に
行
政
代
執
行
は

行
わ
れ
て
い
な
い
）。

　

②
の
分
類
と
し
て
、
千
葉
県
勝
浦
市
の

「
き
れ
い
で
住
み
良
い
環
境
づ
く
り
条
例
」
で

は
、
空
き
家
等
が
著
し
く
不
適
正
な
管
理

状
態
で
あ
る
場
合
に
は
、
勧
告
等
の
行
政
指

導
は
で
き
る
が
、
行
政
代
執
行
の
規
定
は
な

い
。
代
わ
り
に
、
実
態
が
切
迫
し
て
い
る
場

合
に
は
、
必
要
な
限
度
で
の
緊
急
措
置
を

行
い
、
そ
の
費
用
を
請
求
で
き
る
と
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
条
例
で
は
、
勧
告
等
の
行
政

指
導
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
事
態
が
放

置
さ
れ
る
こ
と
に
対
し
て
一
定
の
抑
止
力
に

は
な
っ
て
い
た
が
、
強
制
力
と
い
う
点
で
は

や
や
弱
い
面
が
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
新
た
に
空
き
家
対
策

自
体
を
目
的
と
し
て
制
定
さ
れ
た
も
の
が

③
に
分
類
さ
れ
る
条
例
と
言
え
る
。
こ
の
条

例
は
、
空
き
家
の
所
有
者
に
適
正
な
維
持

措
法
の
施
行
に
向
け
て
、
自
治
体
に
お
け

る
対
応
と
し
て
は
、
同
法
に
対
応
し
た
形
で

の
条
例
化
、
既
存
条
例
の
全
部
ま
た
は
一

部
改
正
等
が
必
要
と
な
る
。

　

ま
た
、
京
都
市
の
「
空
き
家
の
活
用
、

適
正
管
理
等
に
関
す
る
条
例
」
は
「
地
域

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の
活
性
化
、
ま
ち
づ
く
り
の
活

動
の
促
進
及
び
地
域
の
良
好
な
景
観
の
保

全
に
寄
与
」
を
目
的
と
す
る
こ
と
を
規
定

し
て
い
る
が
、
各
自
治
体
で
は
、
国
が
示
す

空
き
家
対
策
基
本
指
針
に
沿
っ
て
、
自
治

体
が
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
空
き
家
管
理

計
画
の
策
定
等
、
空
き
家
対
策
を
総
合
的

に
進
め
て
行
く
た
め
の
各
種
施
策
を
展
開

し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

３　

課
題
と
今
後

　

高
齢
社
会
に
お
い
て
は
、
相
続
が
ど
ん

ど
ん
発
生
す
る
た
め
、
今
後
は
所
有
者
特

定
の
問
題
が
増
加
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ

る
。
空
き
家
の
所
有
者
等
が
不
明
で
あ
る

場
合
、
条
例
に
よ
る
是
正
措
置
命
令
違
反

と
し
て
の
行
政
代
執
行
は
で
き
な
い
（
行
政

代
執
行
法
及
び
同
法
の
規
定
に
よ
る
条
例

に
基
づ
き
行
う
こ
と
と
な
る
行
政
代
執
行
に

つ
い
て
は
、
建
築
基
準
法
第
９
条
第
11
項
の

よ
う
な
規
定
を
置
い
て
、
所
有
者
等
不
明

の
ま
ま
行
政
代
執
行
を
行
う
こ
と
は
で
き

な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
）。
こ
の
た
め
、
所

有
者
等
の
特
定
に
つ
い
て
は
、
国
土
交
通
省

管
理
を
義
務
付
け
る
と
と
も
に
、
自
治
体

が
空
き
家
の
所
有
者
等
に
必
要
な
措
置
を

勧
告
で
き
る
こ
と
な
ど
を
規
定
し
た
も
の

で
、
埼
玉
県
所
沢
市
が
平
成
22
年
７
月
に

全
国
で
初
め
て
制
定
し
た
。

　

所
沢
市
の
条
例
で
は
、
所
有
者
等
に
適

正
な
管
理
を
義
務
付
け
る
と
と
も
に
、
住

民
か
ら
情
報
提
供
が
あ
れ
ば
、
市
が
実
態

調
査
を
行
い
、
所
有
者
等
に
助
言
、
指
導
、

勧
告
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
従
わ

な
い
場
合
に
は
、
氏
名
を
公
表
し
、
最
終

的
に
は
警
察
等
の
関
係
機
関
に
、
必
要
な

措
置
を
要
請
で
き
る
と
し
た
。
所
沢
市
の

条
例
を
き
っ
か
け
に
、
全
国
３
５
５
の
自
治

体
（
平
成
26
年
４
月
時
点
）
が
、
こ
の
③

の
分
類
の
条
例
を
制
定
し
て
い
る
。

２　

注
目
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト

　
こ
こ
で
は
、
空
き
家
対
策
条
例
の
ポ
イ
ン

ト
と
と
も
に
、
最
新
の
動
き
と
し
て
、
平
成

26
年
11
月
に
成
立
し
た
「
空
き
家
等
対
策

の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」（
以
下
、

空
き
家
対
策
特
措
法
と
い
う
）
と
の
関
連

住
宅
局
が
発
行
し
た
「
地
方
公
共
団
体
に

お
け
る
空
家
調
査
の
手
引
き
」
が
参
考
と

な
る
が
、
今
後
は
特
措
法
に
基
づ
き
、
固

定
資
産
税
の
納
税
者
情
報
を
利
用
で
き
る

こ
と
と
な
り
、
こ
の
問
題
が
解
消
の
方
向
に

向
か
う
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
な
お
、
所
有

者
等
が
不
明
の
場
合
、
管
理
人
選
定
の
手

続
き
に
よ
り
解
決
す
る
道
が
あ
る
。

　

ま
た
、
建
築
基
準
法
第
10
条
３
項
で
は
、

特
定
行
政
庁
は
、
著
し
く
保
安
上
危
険
な
建

築
物
な
ど
に
つ
い
て
、
所
有
者
等
に
除
却
や

移
転
な
ど
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
の
権
限
と
空
き
家
条
例
に
お
け

る
措
置
と
の
関
係
の
整
理
の
問
題
も
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
現
実
的
な
課
題
と
し
て
、
行

政
代
執
行
の
費
用
負
担
の
リ
ス
ク
が
あ
る
。

仮
に
空
き
家
の
所
有
者
等
を
特
定
し
、
行

政
代
執
行
に
よ
る
除
却
等
の
措
置
を
講
じ

た
と
し
て
、
所
有
者
等
に
費
用
を
支
払
う

だ
け
の
資
産
が
無
い
場
合
に
は
、「
貸
し
倒

れ
」
に
な
る
。
ま
た
、
一
時
的
で
は
あ
る
が
、

費
用
を
立
て
替
え
る
こ
と
と
な
り
、
厳
し
い

財
政
状
況
の
中
、
多
額
の
費
用
負
担
を
伴

う
行
政
代
執
行
を
自
治
体
が
多
用
で
き
る

の
か
と
い
っ
た
課
題
も
あ
る
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
除
却
だ
け
で
は
費
用
面

か
ら
も
限
界
が
あ
り
、
現
行
の
固
定
資
産

税
制
度
の
優
遇
措
置
の
見
直
し
と
と
も
に
、

人
口
減
少
に
伴
う
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
化
と

空
き
家
対
策
の
整
合
性
を
持
た
せ
て
、
居

に
つ
い
て
も
触
れ
て
い
き
た
い
。

●
空
き
家
対
策
条
例

　

条
例
施
行
以
前
は
、所
有
者
等
か
ら「
何

の
権
限
が
あ
っ
て
行
政
指
導
す
る
の
か
」
と

い
っ
た
反
発
を
買
う
可
能
性
が
あ
っ
た
。
第

一
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
条
例
と
い
う
し
っ

か
り
と
し
た
法
的
根
拠
に
基
づ
く
行
政
指

導
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
が
評
価
で

き
る
。

　

第
二
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
空
き
家
等

の
所
有
者
等
の
責
務
を
明
記
し
、
こ
の
者
に

適
正
管
理
を
義
務
付
け
た
こ
と
が
あ
る
。

ま
た
、
第
三
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
空
き
家
情

報
の
把
握
〜
実
態
調
査
〜
所
有
者
等
に
助

言
・
指
導
・
勧
告
〜
所
有
者
名
公
表
〜
撤

去
要
請
〜
行
政
代
執
行
と
い
う
流
れ
を
確

立
さ
せ
た
こ
と
が
大
い
に
評
価
で
き
る
。
た

だ
し
、
所
沢
市
の
条
例
に
は
行
政
代
執
行

の
規
定
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
道
内
で
は
、

後
志
地
域
で
作
成
さ
れ
た
、
廃
屋
・
空
き

家
対
策
モ
デ
ル
条
例
が
逐
条
解
説
付
き
で

公
表
さ
れ
て
い
る
。

住
地
域
に
お
け
る
古
民
家
の
再
生
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
施
設
へ
の
転
換
と
い
っ
た
空
き
家
対

策
を
セ
ッ
ト
で
展
開
す
る
な
ど
、
空
き
家
対

策
条
例
等
に
よ
る
法
的
手
段
を
活
用
し
て

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
に

な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。
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